
■キャリアサイエンスの全体像

・基本的な目的は「個人（万人）の職業的成功を支援する」ことにある

・そのため、個人のキャリア形成において重要な「職業選択」「能力開発」が主要な考察対象となる

・また、支援者としての「企業」「社会（国などを含む）」の役割も重要であり、その活動も考察対象となる

・考察対象の現状を分析し、社会全体の幸福度を最大化するような最適解（施策）を導出し、提起することが、キャリアサイエンスの役割である
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